

平成３０年第１２回美祢市農業委員会総会議事録
１　日　　　　　時　　　　平成３０年１２月１２日（水）　午後２時　　
２　場　　　　　所　　　　美祢市勤労青少年ホーム　２階　大会議室
３　出席農業委員　　　　　議長　山本　正二　　　　　　　
１番　倉増　知　　　　　　　　２番　宮﨑　春夫　　　　　　　３番　俵　　薰               
　　　　　　　　　　　　　４番　伊藤　新司　　　　　　　５番　安部　好惠　　　　　　　６番　岸　英法　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　７番　村上　浩一　　　　　　　８番　石田　健治郎　　　　　　９番　櫛﨑　宣明　　　　　　
１０番　伊藤　美和子　　　　　１１番　萬代　泰生　　　　    １２番　井町　哲　　　　　　　　　　      　　　　　　
１３番　武藤　康志　　　　　　１４番　縄田　善博　　　　　　１６番　伊藤　太一　　　　　　        
１７番　馬屋原　眞一  　　　　１８番　桑原　正彦　　　　　　１９番　山本　正二
　　　　　

４　出席推進委員　　　　　　　　植山　淑子　　　　　　　　　　大橋　つや子　　　　　　　　　安永　彰
　　　　　　　　　　　　　　　　山縣　正明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　欠席農業委員　　　　１５番　安冨　法明
　　　　　　　
　
　　　　　  　　　　　　　　　　
６　欠席推進委員　　　　 
７　事　　務　　局　　　 事務局長　安永　一男　　　　 　主幹　中村　正寿　　　　　  　主事　小幡　和希
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	午後２時開会

互礼。

それでは、只今から平成３０年第１２回美祢市農業委員会総会を開会いたします。本日の出席委員は１９名中、１８名で定数に達しておりますので、本総会が成立していることをご報告いたします。尚、欠席委員は安冨委員でございますけれど今、議会の委員会がどうも午前中で終わる予定が長引いている状況でございます。それでは美祢市農業委員会議規則第１６条第２項の規定により議事録署名委員を議長の方より指名したいと思いますが、よろしゅうございますか。（「はい」の声）ありがとうございます。それでは７番、村上委員。５番、安部委員。よろしくお願いいたします。先日も周防大島の貨物船の衝突事故でのボランティア活動に農業委員会より事務局含めて８名で参加してまいりました。ご協力いただいた委員のみなさま本当にありがとうございました。それとバックアップで支援をしていただきました委員のみなさん本当にありがとうございました。周防大島の方ではびっくりするくらい驚いておったのと、もう１つ言われたのは美祢の水がおいしいのにたまげたと言う話でございました。「秋芳洞の水はいい水ですね。」と言われましたけれど、秋芳洞の水ではないんですが。という同じような石灰の多い水ですけれど、どうもダムから取水をしてそれを調整池と言いますか、沈殿池で沈殿させて、それをまた浄化して浄水に流している水よりは石灰が多い分軟水装置を通っておりますけども、それでも味がいいようで、すごく好評でございました。本当にありがとうございました。ちなみに１トン２００軽トラに分けて積んで、軽トラ５台で走りました。それでは議事に入りたいと思います。
議事順位第１　議案第１号　農地法第３条の規定による許可申請についてを議題といたします。１番、２番を事務局より議案の朗読、並びに説明をお願いいたします。
２件朗読。

１件目。高齢で耕作困難になった父より申請地の贈与を受けるものです。まず第１号の全部効率利用要件について、譲受人は新規の農地取得ですが、農機具の保有状況より農地を効率的に耕作管理することが見込まれます。第２号で禁止されている農地所有適格法人以外の法人の取得ではありません。第３号で禁止されている信託の引き受けによる取得ではございません。第４号の農作業常時従事要件ですが、譲受人の世帯員の農作業を行う日数は基準を満たしております。第５号の下限面積要件は当市の１０００㎡以上の要件を満たしております。第６号の転貸禁止要件に該当しません。最後に第７号の周辺農地の利用に支障はないものと考えます。以上の通り農地法第３条、第２号の各号許可要件のすべてを満たしていると考えます。

２件目。現在借り受けている申請地を譲渡人から買い受けるものです。まず第１号の全部効率利用要件について、自作地、借受地について適正に耕作されています。農機具の保有状況により農地を効率的に耕作管理することが見込まれます。第２号、第３号には該当しておりません。第４号の農作業常時従事要件ですが、譲受人の世帯員の農作業を行う日数は基準を満たしております。第５号の下限面積要件は当市の１０００㎡以上の要件を満たしております。第６号の転貸禁止要件に該当しません。最後に第７号の周辺農地の利用に支障はないものと考えます。以上の通り農地法第３条、第２号の各号許可要件のすべてを満たしていると考えます。

以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いします。
ありがとうございました。それでは現地調査をされました委員の報告をお願いいたします。２番だけですね。
３番、俵です。来る１２月５日、私、安部委員、山本会長、オブザーバーで石田委員、事務局の方、それぞれの担当地域の委員さんと現地調査を行ってまいりました。先程言われましたように１番は新規就農ですので協議はありません。２番の件ですが、場所は●●●●●から●へ向かうと右側に１００円市のような地元産直売所のような所があって、それから●方面の方に３００ｍ程度進んだ所の右側の所になります。今も説明があったように利用権で現在も●●さんの田んぼを耕作されているということで、後ほど出てきますが●●さん方の農地に多少不備がありまして、それを現況証明の方できちんと整理するということで後ほど出てまいります。そういう状況でございますので、別に問題はないと考えております。以上です。
ありがとうございます。それでは地元委員の方より何か補足説明がございましたらお願いいたします。

１８番、桑原です。現況証明については非農地証明は後ほどの報告事項で出されたところでございます。尚、本人は６３歳で●●●を退職してものすごく熱心に農業に取り組んでいらっしゃいます。どうかご審議の程よろしくお願いします。以上です。

ありがとうございます。委員のみなさんより何かご意見がございましたらお願いいたします。

よろしゅうございますか。（「はい」の声）それでは採決に移りたいと思います。議案第１号につきまして原案の通り決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。

挙手。

ありがとうございます。全員、賛成。よって議案第１号は原案の通り決定を致します。
それでは続きまして議事順位第２　議案第２号　農地法第４条の規定による許可申請についてを議題といたします。事務局より議案の朗読、並びに説明をお願いいたします。

１件朗読。

申請地は●●●●●から北東へ２ｋｍの位置にある都市計画法に基づく用途区域内にある第３種農地です。申請人は市内に居住する者です。●●●●●を開業するにあたって、来客用の駐車場を設置するものです。この案件については、農地法第４条第２項各号に該当しないため許可要件のすべてを満たしていると考えます。
以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。それでは現地調査をされました委員の報告をお願いいたします。
５番、安部です。今、事務局説明の通り、長屋を改装して●●●●●をされるということです。その長屋の前の畑を●●●●●の駐車場にしたいという事で今回の申請となっています。長屋前のご自宅前の畑であり、他に影響はないので問題はないと思います。以上です。
ありがとうございました。それでは地元委員より補足説明がございましたらお願いいたします。

委員の山縣です。今、安部委員さんが言われたとおり別段問題はないと思いますので、ご審議よろしくお願いします。

ありがとうございます。委員のみなさんより何か意見がございましたら、お願いいたします。よろしゅうございますか。（「はい」の声）それでは採決に移りたいと思います。議案第１号につきまして原案の通り決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。

挙手。

ありがとうございます。全員、賛成。よって議案第２号は原案の通り決定し常設審議委員会に附します。
続きまして議事順位第３　議案第３号　農地法第５条の規定による許可申請について議題といたします。１番から４番までを事務局より議案の朗読、並びに説明をお願いいたします。

４件朗読。

１件目。申請地は●●●●●から北へ１．４ｋｍの位置にある都市計画法に基づく用途区域内にある第３種農地です。申請人は福岡市に居住する会社員です。申請地を取得し、売電事業を行うため２７．５ｋｗの太陽光発電施設１区画を設置するものです。この案件については、農地法第５条第２項各号に該当しないため許可要件のすべてを満たしていると考えます。

２件目。申請地は●●●●●から北へ８００ｍの位置にある都市計画法に基づく用途区域内にある第３種農地です。申請人は福岡市に居住する会社員です。申請地を取得し、売電事業を行うため４９．５ｋｗの太陽光発電施設１区画を設置するものです。この案件については、農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。

３件目。申請地は●●●●●から北へ７００ｍの位置にある都市計画法に基づく用途区域内にある第３種農地です。申請人は市内に本店を置く電気工事業を営む者です。申請地を取得し、売電事業を行うため４９．５ｋｗの太陽光発電施設１区画を設置するものです。この案件については、農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。

４件目。申請地は●●●●●●●●●●から東へ４．３ｋｍの位置にある農用地区域内にある第２種農地です。申請人は市内に本店を置く建設業を営む者です。災害復旧工事に伴う残土置場、資材置場として申請地を一時的に転用するものです。農用地区域内の転用ですが、一時的な転用であって当該利用目的を達成する上で当該農地を供することが必要であると認められるものであり、農地法施行令第１１条第１項第１号に該当し許可の対象となるものです。この事案につきましては一時転用ですので事業終了後に原状回復をする旨が記載された誓約書が提出されています。また、平成３０年１１月頃に農地法の許可を得ることなく残土置場、資材置場として今日まで利用されております。この事に対するお詫びと今後、農地法を順守する旨の始末書が提出されております。この案件につきましては、農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。それでは現地調査をされました委員の報告をお願いいたします。

５番、安部です。資料ページ７ページにありますように、周りが宅地であります。それで周りの方にきちんと説明ができており、了解も取っておるということですので問題ないと思います。
２番は、水路と水路敷きに境界杭等があり、注意して工事するようにと申し合わせました。また、接している道路が小学校の通学路になっているため工事着工には十分注意するように地区担当の山縣委員から注意がありました。

３番につきましては、周りは荒廃田等もあり水路等影響を及ぼす事はないと思われますので、問題ないと思います。

４番ですが、説明の通り前回の現地調査で工事の資材置場となっていたため、今回申請を提出してもらったものです。災害復旧工事の一時転用ですので、問題ないと思います。以上です。

ありがとうございました。それでは地元委員より何か補足説明がございましたらお願いいたします。

今、安部委員さんが言われたように、１番、２番、３番については別段問題ないと思います。よろしくご審議の程お願いいたします。
４番。
伊佐地区の山田です。４番も今、安部さんが言われた通り、問題はないと思いますのでご審議よろしくお願いします。

ありがとうございます。では、委員のみなさんより何か意見がございましたらお願いいたします。
●●●●というのはしょっちゅうあるのではないか。無断転用とか。
●●は今までに

延期は出すけど、違反はないのかな。

違反はないと思います。

今までに何度かは

私が知っている限りで、今まであったところは頭の中に出てくるところは●●●●です。これ大昔の話なんですが、今後、無断転用した時には許可を出されなくても文句は言いませんという始末書を昔１回書いた事があります。かなり酷い無断転用がありました。もう、それも時効かもしれませんけど。他にございませんか。よろしければ採決に移りたいと思います。議案第３号につきまして原案の通り決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。

挙手。

ありがとうございます。全員、賛成。よって議案第３号は原案の通り決定し常設審議委員会に附します。
続きまして議事順位第４　議案第４号　農用地利用集積計画の決定についての議案を事務局より報告事項の朗読、並びに説明をお願いいたします。

朗読。

今回、全体で８筆でございます。全体面積が１１,９９６㎡。貸し手が４名、借り手が２名でございます。農業経営基盤強化促進法第１８号第３項の要件全てに法律的に要することが認められる。また、常時従事することが認められる事をご報告申し上げます。以上でございます。

ありがとうございます。地元委員さんから何か特に意見がございましたらお願いいたします。

●●。
後で出てきますが、合意解約が出ておりますが、●●●●さんの分がこの中に入っておりますので解約をしまして、今度は●●さんが作るということでここへ出ております。他にも●●さんの分の話は聞いておりますので問題ないと思います。よく作っていただくということ。
４番、●●●●。

植山です。この前１２月５日に行って、●●●さんに頼みまして、確認しまして問題ないと思います。審議の方よろしくお願いします。
ありがとうございます。委員のみなさんから何かご意見がございましたらお願いいたします。よろしゅうございますか。「はい」の声）それでは採決に移りたいと思います。議案第４号につきまして原案の通り決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。

挙手。

ありがとうございます。全員、賛成。よって議案第４号は原案の通り決定をいたします。

続きまして議事順位第５　議案第５号　農地法第２条第１項の農地に該当しない非農地判断（非農地通知）についてを議題といたします。事務局より議案の朗読、並びに説明をお願いいたします。

朗読。
この資料はこの夏に８月から９月にかけ、農地の利用状況調査、農地パトロールによってもう既に森林の様子を呈するなど農地として判断しがたいものについてリスト化されたものでございます。左の方からいきますと、所在と地番、そして地目、面積と所有者氏名、それと議決年月日、これ今日です。非農地通知書の発行年月日は１２月１３日、明日を予定にしております。その後の認定地目ですが山林と原野にほぼなっておると思います。それで１番終わりのページ８ページですが、今回１５３筆の１３４,７９３㎡非農地として認めるものでございます。それで今後の予定ですけど、１２月の明日にこの通知書を対象者の方に送付いたしまして、農家台帳を整理するとともに法務局の方に非農地通知を発送しますので、法務局の方で登記の地目変更をしていただく、お願いの文書を添えて発送したいと思っております。以上です。

それでは質疑に入りたいと思います。委員のみなさんより何か意見がございましたらお願いします。

１６番、伊藤です。今、中村さんの方から法務局が職権でもう処理すると言う事。

これは申請して非農地通知書を土地所有者に発送しますので、非農地通知書と登記申請書を書くようになるんですけれど、それを書いてもらって、それを法務局の方に提出していただければ、今、法務局の方とも協議がついておりますので、地目変更登記、これは本来なら法務局さんのそこの土地を見に行かれるんですけど、農業委員会さんの方で見られて写真も添付されておりますので現地を調査しないで、そのまま申請されたら地目の変更をされるようになっております。以上です。
要はみんな申請しないといけないと言う事。
その通りです。

今、ちょっと職権でするのかと思って、なんかそんなニュアンスだと思って。そんな事はないはずだがと思って。分かりました。

今の件ですけども、本人が法務局へ行って申請しますが、その場合に自分が必要経費は払うのか。

これは自分でされれば手数料はかかりません。行かれない場合は郵送での書類も受け付けもしてもらえますので、送る時の切手代とそして登記後の書類を送ってもらうために３９０円くらいの切手を同封して申請されれば可能です。代書屋さんとかに頼まれる方もいらっしゃいますが、そんなに難しくないのでご自分でされれば無料で法務局でされていらっしゃるという事です。以上です。
地目変更登記になるんですけれど、ごく簡単な申請書を書くだけでできます。そう言っておどおどするほどのものでもありません。例えば、一人の方が４筆も５筆もあれば、それも申請書１枚で済みます。ただ、土地の表示が４つも５つも書かないといけないですけど、最近は非常にいい事にその土地の番号があります。整理番号みたいな番号が１２桁くらいあると思います。この家屋番号、土地番号とか言うんですけど、この番号を表記すれば後のどこどこで何番地、何㎡、地目が田というような現在の登記上の地目とか書く事がなくなります。その辺も法務局に行けば、無料で相談に乗ってくれて手取り足とり全て、指導してくださる人が１人ほど常時いらっしゃいますので、自分で行かれるように農家のみなさんにみなさんの方から声をかけられたらいいんじゃないかなというふうに思います。それと、先程事務局の方から返信用の封筒を入れたら送り返してくれるという話がありましたけれど、それについてはちょっとハテナです。というのが、私この間から何件か宇部の法務局の方へ行っているんですけれど、自分の件で「返信用の封筒を入れますんでお願いします。」とお願いしても「駄目です。取りに来てください。」と言われましたんで、そちらについてはちょっとハテナです。一番簡単なのは１度足を運んで行かれて「返信用の封筒を置いておくんで送り返してもらえますか。」というのだけ確認をしてみていただけたらというふうに思います。登録免許税については無料でございます。この辺は間違いございませんので、ぜひやってください。

他に委員のみなさんよりご意見ございますか。よろしゅうございますか。それでは採択に移りたいと思います。議案第５号につきまして原案の通り決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。

挙手。

ありがとうございます。全員、賛成。よって議案第５号は原案の通り決定をいたします。

続きまして議事順位第６　報告第１号　畑地造成事前報告についてを、事務局より報告事項の朗読、並びに説明をお願いいたします。

１件朗読。

申請地は●●●●●●●●●●から北西に２.２kmの位置にある田です。申請地内の段差をなくし畑として使用する為の申請です。以上報告いたします。

ありがとうございます。それでは現地調査をされました委員の報告をお願いいたします。

３番、俵です。今、現地のお話がありましたが、●●から現地にまいりましたら、右手に●●●●●があります。その真反対の左手側、３００ｍか４００ｍか入った所になります。この●●●●－●先程の、農用地利用集積計画でも松永さんが耕作されると書いてあったと思うんですが、その隣の●●●●－●これと一帯利用したいという事で、段がありまして、２０ｃｍくらいの段であまり問題ないなと思いましたが、平らにされて一帯利用されたいという感じです。
ありがとうございました。地元委員より何か補足説明がございましたらお願いいたします。

この前１２月５日に行きまして、●●●さんの土地が下にあるんですけど、それを●●●さんが段差をなくすためにこうして整地をしてここにハウスを建てられるものです。その現時点、問題ないと思います。ご審議のほどよろしくお願いします。
ありがとうございます。委員のみなさんより何かご意見ございましたらよろしくお願いいたします。

場所は十分承知しておるんですけど、これは申請者は●●●さん。何も権利がないわけですよね。所有権もない。そういう人が申請者で問題ないですか。

事務局。所有者との間とは話しがついているんでしょう。

●●●●●さんというお宅の土地なんですよ。その方の娘さんの子供さんがそこにハウスを建てられると

それが●●●さん。

だから親子関係で、多分いいと思います。

これは利用権の設定が第三者。他の人とやっている。本人が土地の申請をするというのは、この申請は●●●さんでいいのかと、この時点で、利用権が発生するのが３１年１月１日と書いてありますから、まだ到来していない。到来していないのに所有者でも何でもない人がこういう事をされて、もちろん既成の事実でしょうけど、それはいいのかどうかという事です。だから人の物を、それは了解はあったかもしれませんけど、この時点ではまだ契約も交わしてないわけだから到来していないですよね、契約日が。小さいことを言うようですけれども、そのへんをどうだろうかと思って。それは内情は分かりますよ。了解を取れているというのは、だけど●●●さんの申請で今やるというのはいいのかと言う事。所有者の話ですから。

●さんの名前で出ればね。

●さんの名前で出れば何の問題ないけど。それはいいですけど。

これはちょっと利用権設定された後にこの造成をされるようになりますので、問題ないかと思います。利用権設定する前に着工するのであればその土地の使用者ではないといけないですけども、利用権設定をされた後に●●さんが畑地造成をされるので問題ないかと思います。

だから、説明文がもうちょっとそれを、若干こんな変則的な場合はちょっと付け加えてもらったら、こういう質問をしなくていいわけです。以上。

事務局いいですかね。

説明不足であったことは大変申し訳ございません。以後、付け加えて説明するようにいたします。

この際によく確認しとくけど、利用権設定はやると決まっていいんだけど、その場合もう借りるのは先としても工事もやるよと第三者が申請してもいいんかね。本当に。土地の所有者ではないものが借り受けてそこを、もっと言えば１年先でもいいけど、工事が発生するからかかるからと言って今頃申請をしてできるのか。本当に。自分の使い勝手がいいように。

これお孫さんが

それは全然関係ない。

関係ないと言いますけれど、●●●さんから借られてもう前から●さんはここを貸していらっしゃったんですよ。

ひとつ分からないんだけど、この所有権がどうこうとか貸し手の所有権が●さんですか。この方が了解。例えばこの工事、この段差をやるの了解しているよと一筆をもらったら問題ないんじゃないかなという気がするんですけれど。
そこまでしなくても。

どっちにしろ所有者が違うんですから、了解をしましたという一筆はいくら利用権設定したからと言って所有権移転をしたわけではありませんので、一筆を入れてもらう必要はあるというふうには思いますね。今後、こういう件が出てくると思いますので注意をするように
今のこれ事前報告になっていますよね。実際に造成する時には申請か何か出すんですかね。

いいえ。ありません。

無いんですか。報告したら終わり。

すみません。伊藤です。この場合は、今の所有者の●さんという方が申請を出してくださったら良かったんですか。
それとは全然問題が違います。これあそこでそういうふうな事情がよく分からなかったんですけど、ちょっといいですか。私から聞いて。この資料８、●●●●－●と●●●●－●が一つになるんですよね。そんな説明だったんですよ。この●●●●－●は誰の所有なんですか。この図面で黒く囲っている所が２０ｃｍくらい高い所なんです。

（発言多数で聞き取り不能）
圃場整備とは全く関係ない。

（発言多数で聞き取り不能）

ちょっと３時まで休憩。

全員揃いましたので再開したいと思います。

事務局の方から。

先程の質問に対する回答になりますが、まずは所有者ですが●●●●－●につきましては、所有者は●●●●●さん。この方は●●●さんのお祖父さんに当たる方です。●●●●－●につきましては、●●●●さんが土地の所有者となっていますが、今現在は●●●さんという方が使用をされています。申請につきましては、本来その土地の所有者が申請しなければいけませんが、その為に、まず所有者が申請するということが正しいと言いますか、本来申請者がするべきなんですが、この度は利用権を設定される予定の●●●さんがこの承諾書をもらって申請されれば、この申請が正しいというふうに判断されます。もう１つ●●●●－●につきましても、この土地も申請書が必要という事で、承諾書を取って改めてもう１筆申請するように事務局の方でまた指導を進めたいと思います。以上でございます。
今、事務局から説明があったように双方から承諾書を入れていただくと言う事で、もう１度来月出てくるようになりますね。片方だけでいいんであれば承諾書だけを入れて下さいというふうになるんですけど、申請自体が１筆しかありませんので、２筆にまたがりますので双方一緒にもう１度事前報告を出していただくということになります。よって、この件につきましては、取り下げというかなんというか。来月まで保留ということにしたいと思います。よろしくお願いします。
続きまして、議事順位第７　報告第２号　農地法第１８条第６項の規定による通知についてを事務局より報告事項の朗読、並びに説明をお願いいたします。

報告に入る前に修正をお願いします。番号１１番、設定理由の中に（合意解約）が抜けていますので、修正の方をお願いします。訂正してお詫び申し上げます。
１４件朗読。

１件目。農地法第５条農地転用許可申請のために双方の合意により解約されたものです。

２件目。借り手の経営規模縮小のため双方の合意により解約されたものです。次の耕作者は決まっていません。

３件目。農地法第３条農地所有権移転許可申請のために双方の合意により解約されたものです。

４件目、５件目、６件目、７件目。新たに利用権を設定するため双方の合意により解約されたものです。

８件目。農地法第３条農地所有権移転許可申請のために双方の合意により解約されたものです。
９件目。病気のために双方の合意により解約されたものです。次の耕作者は決まっていません。

１０件、１２件目、１３件目。高齢のため双方の合意により解約されたものです。

１４件目、１５件目。農地法第３条農地所有権移転許可申請のために双方の合意により解約されたものです。次の耕作者は決まっていません。
以上、報告いたします。

ちょっとすみません。１０件目から１３件目については次は決まっているんですか。どうなんですか。

１２番、井町ですが、●●さんの件は全て決まっております。先程一部出ましたけど、後は全部決まっております。

私の方から３番の３条ですけども、今回３条出ておりません。現地調査にまいりましたら全部耕作がなされていない分が若干この小さな面積なんですが、庭木が植えてあった部分がありますので、来月１月にもう１度３条で出てくると思いますので、大丈夫と思います。２番、石田さんの所ですが、●●。
●●は●●さんが高齢という事で耕作出来ないという事で●●さんが自己保全というか自分で管理するという事です。
●●さんは●●●●●。自己保全するという事ですね。

自分で管理する。今のところは。

最後の●●●。１４、１５。伊藤さんそれとも

これ１４番の分は、よく分からないんですけど、１５番の分は３１年まであるんですかね。

これは３２年３月３１日まである分です。これ次にどうなるか。

●●さんに聞いたんですけど管理されてないみたいなので
これはですね。多分の担い手協の方からの関係で前に３条が出ましたよね。３条が出て空白になっていると思う。

これ担い手協絡んでないんです。

絡んでない。

絡んでない所を今回解約しているんです。担い手協に絡んでいると補助金を返さないといけなくなるので。

そのため、３条だから●●くん本人は３条で農業委員会から言われてるから。
伊藤委員から農業委員から３条で認めてもらえないという事でいろいろ言われているという話しなんですけど

農林課からも言われている。
先にうちが言っているんです。

そうですか。本人もどっちか分からないって。

その件について、みなさんに話が出ましたんで報告しておきます。実は、今月ではなくて先月、３条が１度出ました。全部耕作の要件を見るために現地調査を行いましたら、●●さんは何も耕作していないはずの水田に大豆が植えられていて「●●さん植えたんですか」と聞いたら「僕、植えてないです」と「又貸しですか」と聞くと「うーん」と言って言葉を濁されました。そういうふうな事がありまして「●●さん３条だめだよ」と「人から借りたものを、また人に貸すようなことをしたら３条は絶対だめですよ」という事で先月はだめだよ。ということで、また今月出てきましたのでどうされますかということで、全然作っていない所とかいろんな所がたくさん出てきましてその関係で「少しずつ身の回りを片づけてからもう１度きちんとした形で３条を出して下さい」と「きちんとなれば認めない事はないですよ」という話をして帰って、今回これが出てきたという事でございます。
大体分かります。多分ですけれど、今、圃場整備田に入ってもらって、ぶっ壊しております。

ここはもうぶっ壊れてる。

多分ぶっ壊してると思います。こっちの●●さんのは壊れてないんですけど、いずれせよ確定じゃないからあまり言えませんけど、まあどうかするんじゃないかと思います。

分かりました。その方向で進めてもらえるように伊藤さんよろしくお願いします。

多分そうなるんではないかと思います。

他に委員のみなさん何かご意見ございませんか。よろしゅうございますか。特に発言もないようでございますので以上で報告第２号を終わらせていただきます。
続きまして、議事順位第８　報告第３号　農地転用現況証明について１から２までを事務局より報告事項の朗読、並びに説明をお願いいたします。

２件朗読。

１件目。申請が１３筆。●●●●番地につきましては、平成２年頃に耕作放棄後、現在は宅地、原野となっている状況でございます。●●●●番地につきましては、栗が植えてありましたので非農地認定はしておりません。その他の１１筆につきましては、２０年以上前より耕作放棄後、現在は山林となっている状況でございます。

２件目。申請が８筆。●●●●－●につきましては、６０年以上前より通路として利用されている状況でございます。●●●●－●につきましては、平成５年頃より通路として利用されている状況でございます。●●●●－●、●●●●－●、●●●●－●につきましては、７０年以上前より宅地の一部となっている状況でございます。●●●●－●につきましては、６０年以上前に耕作放棄後、庭木等が生育している状況でございます。●●●●－●につきましては、６０年以上前より竹等が繁茂している状況でございます。●●●●－●につきましては、昭和６１年に耕作放棄後、倉庫が建てられ現在に至ります。以上、報告します。
ありがとうございます。では、現地調査をされました委員の報告をお願いいたします。
１番です。資料の１７ページから２１ページまでに載っております、写真の通りで、基盤整備や道路拡張時の残地などが含まれております。資料の写真の通りです。以上です。
２番です。３番の俵です。この場所は一番最初の３条で●●さんという方が農地の国道を挟んだ反対側の自宅の周辺になります。この用地において、圃場整備が絡んだりいろいろな状況があって、写真の通りの状況になっている状態です。これでみなさんに申請しておいて、最初の３条を本当に認めていただきたいという事です。ご理解いただきたいと思います。以上です。

ありがとうございます。最初の方の１番の１番最後の現況、栗が植えてありますというやつ。農地。あとの写真が軽四が１台写っている写真がありますよね。この土地でございます。実はこの軽四の前の辺に栗が２本ほどありました。逆に言えば、栗が無くてもこれ、現況証明で落とせる状態ではございませんので、非農地証明で非農地に落とすことはできませんので、栗もありました事で、無理と農地という事にしました。この方もういらっしゃらなくて、ここ次の方が農地も含めて買われるというふうな予定のようでございます。２番についきましては、先程ありました通りでございます。

地元委員より補足説明がございましたら、お願いします。

１番の推進委員の阿川と申します。１番の件ですが、当日急遽私用ができまして現地確認にいけませんでした。後日２日後ですか、私１人でまいりました。資料は手元にございましたので確認しました。人は誰もいらっしゃいませんでしたけど、この通りの状況を確認しております。ご審議のほどよろしくお願いします。
はい。２番。

１８番、桑原です。２番につきましては、●●●●と●●●●－●はこれは圃場整備の時の残地、通路になっています。その他につきましては、お父さんじゃない、お祖父さんの代からこのような感じになっておりまして、私の小さいころにももう既にこういう形になっていました。問題はないかと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。委員のみなさん何か。
先程、桑原委員から一番最初の●●さん、第３条のところですね。●●さん。こっち申請人が●●●さんでしょう。

すみません。親子関係です。

親子関係でしょう。その場合、土地名義人が違った場合でも全部耕作の対象になるんですか。

これ、同一世帯だったら対象になります。

同一世帯であれば対象になる。全部耕作の。

それで先程３条でありました。１、ちょっと住所がわからないので同一世帯じゃないかと確認をしたんですけども、ここは別世帯だそうです。同じ家に住んではいるけど、別の所帯。１番の方は別の所帯ですので、新規就農。●●さんの方は親子関係で同一世帯なので、全部耕作が関係してくるということでございました。よろしゅうございますか。他に何かございませんか。
最後の現況証明、１番目の●●さんの件なんですけれど、ここは２０年くらい前から空き家になっているんです。今のこの所有者で申請者というのが９４で今、施設に入っていらっしゃいます。娘さんが●●の方におられます。ずっと空き家だったので、なんとか整備されて住めるようにはされていたんですけど、美祢市が空き家対策というのを打ち立てたのをネットで知られて、このネットに入れて欲しいという事で誰かしらこの土地、家もろもろ購入してみたいという方が現れたみたいです。大変いいことですけどこのまま放置するとみんな荒れるし、この屋敷もだめになるんで、どうか協力してせっかく遠くからここへ来て、百姓をしたい、山の管理をしたいといろいろな計画を立てておられる方のようですので、よろしくお願いいたします。以上です。
何か、●●の方らしくて、●●から通勤をして別荘的な形で家を持って、家は藁家なんです。すごくきれいですから。それで農業をしたいということらしい。
次の方ですよ、それ。せっかく９０のお姉さんが終活として一生懸命していらっしゃいますので、よろしくお願いします。
よろしゅうございますか。発言も出尽くしたようでございますので、報告第３号を終わらせていただきます。それではその他の方に移らさせていただきたいと思います。農業相談は、予約がございませんでしたのでありませんでした。以上で本日の審議は終了したいんですが、委員のみなさんより何か特にこういう事を諮ってみたいという事がございましたらお願いします。よろしゅうございますか。（「はい」の声）では、事務局の方より

それでは事務局より今後の日程についてのお知らせをいたします。全体会を１月１６日水曜日１３時３０分から勤労青少年ホーム、この会議室で開きたいと思います。その後に総会を開きたいと思います。
号令

午後３時３０分閉会。
議事録は正確なることを認め署名、押印する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３０年１２月１２日
議長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　　　　　　　　　　　　　　　　　
署名委員　　　　　　　　　　　　　　　　　
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